
「トンボの体色形成と紫外線反射」

　トンボは日本人にとって、とても身近な昆虫であるが、飼育や入手が難しいこと

などから、分子生物学的な研究は世界的に見てもほとんど進められてこなかった。

演者は、トンボの色や模様の多様性に興味を持って研究を進めてきた。研究を進める

過程で、「赤とんぼ」が非常にユニークな方法で体色変化を起こしていることや、

「とんぼのめがね」は色覚に関わる遺伝子を極端に多く持っており、異なる光環境

に応じて光センサーを使いわけていること、「とんぼのめがね」のモデルとなった

シオカラトンボは、紫外線を反射する特殊な成分のワックスを分泌していることなど、

他の生物からは知られていなかった興味深い知見が明らかになってきた。また、

トンボの紫外線反射ワックスを合成したところ、紫外線反射や超撥水が再現できる

ことを発見した。演者らが進めてきたトンボの体色形成と紫外線反射に関する研究

成果について、最新の知見を含めて紹介したい。

 【略歴】

2006年　東京大学大学院 新領域創成科学研究科 先端生命科学専攻 博士後期課程 修了

2006年～東京大学大学院 新領域創成科学研究科 学術研究支援員-産学官連携研究員

2007年～日本学術振興会特別研究員 (PD)　(農業生物資源研究所)

2009年～産業技術総合研究所 研究員（常勤職員）

2013年～産業技術総合研究所 主任研究員（常勤職員）

2023年～産業技術総合研究所 上級主任研究員（常勤職員）

2025年　4月～現在　産業技術総合研究所 グループ長（常勤職員）

 【主な受賞歴】

2014年　日本進化学会研究奨励賞（日本進化学会）

「昆虫の体色および模様の形成機構と進化に関する研究」

2014年　平成26年度科学技術分野の文部科学大臣表彰 若手科学者賞（文部科学省）

「昆虫の体色や模様の形成機構に関する研究」

2012年　日本動物学会奨励賞（日本動物学会）

「昆虫の体色・斑紋形成と進化に関する研究」

【講演内容】

国立研究開発法人 産業技術総合研究所

モレキュラーバイオシステム研究部門
バイオシステム多様性研究グループ　グループ長

（FUTAHASHI Ryo）

二 橋  亮 先生



2 0 2 6 年度（第 6 6 回）SCCJ 総会

総会次第・議題（案）

議長選出

開会の辞

会長挨拶

2025年度活動報告（会務報告）

2025年優秀論文選考結果

2025年度会計報告並びに監査報告

2026年度新役員（交代）提案

2026年度活動計画並びに予算案提案　

入退会報告　

1.

2.

3.

4.

5.

6. 

7.

8.

9. 

10. 退任役員紹介

11. 閉会の辞

＊開催前までに本総会資料の一部抜粋版PDFをWebサイトへ掲載予定です。


